「フッ素はからだに入れるべきではない」
新潟県佐渡市で昨年１１月３０日、成田憲一さん（歯科医師・日本フッ素研究会会長代行）を迎え、集団フッ素洗口に反対する集会が開かれました。
成田さんは、
○　むし歯は多くの因子が関係して生じる疾患であり、フッ素だけで論じるのは間違いである。

○　一部の水道水にフッ素を添加しているアメリカでは、それを飲用している地域でがんにかかる割合が高い。また子どもたちの32％が歯フッ素症（斑状歯）にかかっている。

○　フッ素は調理器具や薬品に多く使われているが、環境汚染物質である。害作用が明らかになっているフッ素は、可能なかぎり人体に入れるべきではない。
など、集団フッ素洗口はやめるべきだと強調しました。
　佐渡島内は、市町村によって実施・未実施が分かれていました。合併により全島が佐渡市になり、市行政は「同じサービスを提供する必要がある」などとしてフッ素洗口推進のための保護者説明会を実施。２００７年度から全ての幼稚園・保育所・小学校・中学校用で導入する計画を立てています。
これに対して保護者が疑問の声を上げ、「賛否両論あるフッ素洗口をなぜ学校で実施するのか」「薬物に頼らず、安全な方法でむし歯予防を」などを市行政や市教育委員会に申し入れています。

市行政・市教育委員会はかたくなな態度を崩していませんが、成田さんの講演に勇気をもらいました。新潟県教職員組合佐渡支部、佐渡地区労センターなどの組織も一緒になって、導入反対の取組をすすめています。
